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〈
王
昭
君
〉
説
話
の
受
容
と
展
開

―
平
安
朝
物
語
を
中
心
に
―

文
化
創
造
研
究
科
国
文
学
領
域

一
四
〇
〇
三
C
J
M

高

橋

舞

修

士

論

文

要

旨

和
蕃
公
主
と
し
て
匈
奴
へ
嫁
い
だ
王
昭
君
の
存
在
は
、
中
国
に
お
い
て
様
々
な

潤
色
が
施
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
確
立
し
た
〈
王
昭
君
〉
像
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
和
親
政
策
の
中
で
匈
奴
に
嫁
い
だ
後
宮
の
女
性
（『
漢
書
』）

②
匈
奴
で
は
二
夫
に
見
え
、
一
男
二
女
を
産
ん
で
い
る（『
漢
書
』『
後
漢
書
』）

③
後
宮
内
で
は
元
帝
に
見
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（『
琴
操
』『
西
京
雑
記
』

『
世
説
新
語
』）

④
元
帝
の
寵
愛
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
昭
君
は
そ
の
こ
と
に
怨
み
を
抱
い
て
い

た
（『
琴
操
』『
後
漢
書
』）

⑤
昭
君
が
元
帝
の
寵
愛
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
皇
帝
が
後
宮
を
杜
撰
に

回
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（『
琴
操
』『
白
氏
文
集
』）

こ
の
王
昭
君
の
物
語
は
日
本
に
も
伝
来
し
、
漢
詩
や
和
歌
と
い
っ
た
様
々
な
作

品
で
詠
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
に
お
い
て
独
自
の
設
定
と
し
て

描
か
れ
た
〈
王
昭
君
〉
像
は
次
の
通
り
だ
。

①
皇
帝
の
寵
愛
を
う
け
る
〈
王
昭
君
〉（『
う
つ
ほ
物
語
』『
源
氏
物
語
』）

②
美
し
い
肖
像
画
に
よ
っ
て
匈
奴
に
選
ば
れ
た〈
王
昭
君
〉（『
う
つ
ほ
物
語
』）

※
そ
の
他
日
本
の
作
品
で
は
肖
像
画
は
醜
く
描
か
れ
て
い
る

③
匈
奴
へ
い
っ
た
後
の
皇
帝
の
恋
慕
（『
源
氏
物
語
』『
今
昔
物
語
集
』『
俊
頼

髄
脳
』）

④
賄
賂
を
贈
ら
な
か
っ
た
昭
君
へ
の
非
難（『
和
漢
朗
詠
集
』『
今
昔
物
語
集
』）

⑤
後
宮
に
い
る
他
の
宮
女
た
ち
の
教
唆
に
よ
っ
て
醜
く
描
か
れ
る
肖
像
画（『
唐

物
語
』）

⑥
人
の
心
の
曇
り
を
知
ら
な
か
っ
た
〈
王
昭
君
〉（『
唐
物
語
』）

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
王
昭
君
像
に
は
、
皇
帝
の
寵
愛
な
ど
中
国
で

み
た
王
昭
君
像
と
は
異
な
る
新
た
な
要
素
も
確
認
さ
れ
た
。


